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〒 919-1192　美浜町郷市25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

1 助成対象となるドック 1日ドック、2日ドック、脳ドック

性

別

1日ドック 2日ドック 脳ドック

一般的な
検査料金 助成限度額 一般的な

検査料金 助成限度額 一般的な
検査料金 助成限度額

男性 45,100円 21,000円
68,200円 32,000円 49,500円 22,000円

女性 48,400円 23,000円

3 助成額 原則として、県内の医療･検診機関で受診した基本料金の2分の1です。ただし、交通費や

オプション等による追加料金は対象となりません。なお、助成限度額は次のとおりです。

■助成限度額

① 各ドックを受診する前に、必ず申請をお願いします。

② 助成は、1日ドック･2日ドック･脳ドックのいずれか1つに限ります。

③ 町が行う特定健診を受診する方は助成対象になりません(脳ドックを除く)。

④ 助成期間内に定員に達した場合は、募集を締め切ります。

6 注意事項

4 申請手続き(助成までの流れ)

① 町住民環境課窓口で申請書をご記入ください。

② 町から助成決定通知書を送付します。

③ 検診機関に予約を取り、受診後に料金の全額を検診機関にお支払いください。

④ 受診結果･問診票･領収書･助成金請求書を3月31日までに町住民環境課に提出してください。

⑤ 指定口座に助成金を振り込みます。

5 助成期限 令和8年3月31日まで

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当・濵野(国保)/津原(後期)) ☎32‐6703

人間ドックの検診費用を助成します
～美浜町国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ～

2 対象者と募集人数

区分 美浜町国民健康保険加入者 後期高齢者医療保険加入者

対象者
検診日当日、35歳以上の被保険者で町税
及び国民健康保険税に滞納がない世帯の方

検診日当日、被保険者で町税や後期高齢
者医療保険料に滞納がない方及び前年度
に当該助成を受けていない方

募集人数 各ドック4人 各ドック3人

お
知
ら
せ

定
額
減
税
補
足
給
付
金(

不
足
額
給

付)

の
書
類
提
出
期
限
は
10
月
31
日

(

金)

ま
で
で
す
！

　

給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、

8
月
18
日
以
降
、｢

確
認
書｣

も
し
く
は

｢

申
請
書｣

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
に
は
、
書
類

の
提
出
が
必
要
で
す
。
必
ず
期
限
内
に
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、
給
付
金
の
支

給
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

10
月
31
日(

金)

消
印
有
効

●

提
出
期
限

　
　

町
税
務
課(

担
当･

藤
村)

　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
２

問

地
震
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

　

県
で
は
、
県
民
の
地
震
防
災
力
向
上
の
た

め
、
地
震
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
２
つ
の
備
え

で
あ
る｢

地
震
保
険｣

及
び｢

感
震
ブ
レ
ー

カ
ー｣

の
普
及
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
保
険
は
、
被
災
さ
れ
た
後
の
生
活

を
立
て
直
す
た
め
の
力
に
な
り
ま
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
大
き
な
揺
れ
を
感
知

す
る
と
自
動
で
電
気
を
止
め
、
通
電
火
災

を
防
止
し
ま
す
。
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
今
こ
そ
備
え
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

アンケート
調査はこちら

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当
・
増
田)

　
　
　

☎
32
‐
１
３
４
１

問

　
　

地
震
保
険
に
関
す
る
こ
と

　
　

県
危
機
管
理
課

　
　
　

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
３
０
８

　
　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
関
す
る
こ
と

　
　

県
消
防
保
安
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
３
０
９

問
　
　

小
浜
市
役
所
新
幹
線
・
交
通
政
策
課

　
　
　

☎
64
‐
６
０
６
７

問

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
は
、家
庭
で
使
用
し
た
汚
水
を

処
理
し
、浄
化
し
た
水
を
放
流
す
る
こ
と

で
、川
や
海
で
の
悪
臭
や
害
虫
・
伝
染
病
の

発
生
等
を
防
ぎ
、美
し
い
自
然
環
境
を
保

つ
こ
と
を
目
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。快
適

な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、一
日
も
早

い
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

宅
内
排
水
工
事
の
進
め
方

　

①
町
の
指
定
を
受
け
た
指
定
工
事
店
に

見
積
も
り
を
依
頼
し
、
内
容
等
を
十

分
に
検
討
の
上
、
指
定
工
事
店
と
契

約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
町
へ｢

排
水
設
備
等
確
認
申
請
書｣

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
上
下
水
道
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
利
用
促
進
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
ご
協
力
の
お
願
い

　

小
浜
線
利
用
促
進
協
議
会
で
は
、
小
浜

線
の
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
回
答
い
た
だ
く
か
、小
浜
市
新
幹
線
・

詳しくは
こちら

令和8年 4月から旧簡易水道地区の水道料金が変わります

　令和 8 年 4 月から、旧簡易水道地区の水道料金を改定します。改定後の料金等は
下記のとおりです。( ※消費税 10%別途必要 )

・新庄区 (雲谷区含む )
・山上区 (美し野区含む )
・太田区　・佐田区
・北田区　・菅浜区
・竹波区　・丹生区

＜対象地区＞
( 旧簡易水道地区 )

基 本 料 金 従 量 別 料 金

水　量 サ イ ズ 料　金 水 量 区 分 1m3 につき

10m3 まで 全サイズ 700円 10m3 を超える分 70円

・改定前 (1カ月につき )

・改定後 (1カ月につき )

基 本 料 金 従 量 別 料 金

水　量 サ イ ズ 料　金 水 量 区 分 1m3 につき

10m3 まで

13 mm 1,000 円

10m3 を超え 30m3 まで

30m3 を超え 50m3 まで

50m3 を超え 100m3 まで

100m3 を超え 200m3 まで

200m3 を超える分

100円

110円

120円

130円

150円

20 mm 1,200 円

25 mm 1,400 円

40 mm 2,000 円

50 mm 4,000 円

75 mm 7,000 円

100 mm 10,000 円

※お問い合わせ先 町上下水道課(担当・宇都宮) ☎32‐1341

交
通
政
策
課
ま
た
は
公
民
館
に
設
置
さ
れ

て
い
る
調
査
票
に
て
、
回
答
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
か
ら
抽

選
で
、
ク
オ
カ
ー
ド
ま
た
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

ト
ー
ト
バ
ッ
ク
を
贈
呈
し
ま
す
。
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募
集･

申
請
等

令
和
8
年
4
月
入
園
の

　

保
育
園
新
規
入
園
児
童
の

申
し
込
み
を
開
始
し
ま
す

※
育
児
休
業
が
明
け
る
等
の
理
由
で
令
和

8
年
5
月
以
降
に
途
中
入
園
を
予
定
し

て
い
る
方
も
今
回
の
申
し
込
み
期
間
中

に
必
ず
お
申
し
込
み
下
さ
い
。（
現
在
、

妊
娠
中
で
生
ま
れ
て
い
な
い
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
も
申
し
込
み
可
能
で
す)

　

な
お
、
こ
の
申
し
出
に
よ
り
、
希
望

す
る
園
へ
の
途
中
入
園
が
約
束
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

10
月
2
日(

木)

〜
24
日(

金)

●

受
付
期
間

※
入
園
に
は
審
査
及
び
施
設
定
員
が
あ
る

た
め
、
条
件
に
よ
っ
て
は
ご
希
望
に
沿

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●

申
込
方
法

申
込
用
紙
は
、
9
月
25
日
か
ら
各
保
育

園
で
受
け
取
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
載

の
上
、
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

あおなみ保育園

せせらぎ保育園

みずうみ保育園

町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当･

武
田)

☎
32
‐
６
７
１
３

問

10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
で
す

10
月
30
日
の
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
を
含

む
10
月
に
、
家
庭
に
お
け
る｢

お
い
し
い

ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動｣

を
推
進
し
、
食

品
ロ
ス
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
的
に｢

お

い
し
い
食
べ
物
を
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ

き
る｣

こ
と
を
啓
発
し
ま
す
。

●

家
庭
で
で
き
る
食
品
ロ
ス
削
減

▼
お
買
い
物
で
は

　
　
・
安
い
か
ら
と
買
い
過
ぎ
な
い
よ
う

に
注
意
し
よ
う
！

　
　

・
買
い
物
前
に
冷
蔵
庫
を
チ
ェ
ッ
ク

し
よ
う
！

▼
食
品
の
保
存
で
は

　
　
・
冷
蔵
庫
を
整
理
し
よ
う

▼
調
理
す
る
と
き
は

　
　
・
食
べ
き
れ
る
分
だ
け
作
ろ
う
！

　
　

・
残
っ
た
料
理
は
リ
メ
イ
ク
し
よ
う
！

●

食
品
の
期
限
表
示
を
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
正
し
く
理
解
し
よ
う
！

｢

賞
味
期
限｣

は
、
お
い
し
く
食
べ
る
こ

と
の
で
き
る
期
限
で
す
。
賞
味
期
限
を
過

ぎ
て
も
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※｢

消
費
期
限｣

と
は
異
な
り
ま
す
。

●

て
ま
え
ど
り
を
実
践
し
よ
う
！

　

購
入
し
て
す
ぐ
に
食
べ
る
場
合
に
は
、

商
品
棚
の
手
前
に
あ
る
商
品
等
、
販
売
期

限
の
迫
っ
た
商
品
を
積
極
的
に
選
ぶ｢

て

ま
え
ど
り｣

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

和
多
田)

　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
３

問

秋
お
こ
し
は
一
石
二
鳥
！

　

稲
刈
り
の
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
に
は
元
気

な｢

ひ
こ
ば
え｣

が
育
っ
て
い
ま
す
。

こ
の｢

ひ
こ
ば
え｣

を
放
置
し
た
田
ん
ぼ

は
、
シ
カ
や
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
に
と
っ
て

格
好
の
エ
サ
場
に
な
り
、
冬
を
越
し
て
春

に
子
を
産
む
た
め
の
栄
養
を
提
供
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
い
く
ら
獣
害
対
策
を
し

て
も
獣
の
数
や
被
害
は
減
り
ま
せ
ん
。

｢

ひ
こ
ば
え｣

を
田
ん
ぼ
に
す
き
込
む

｢

秋
お
こ
し｣

を
行
う
と
、
獣
の
エ
サ
場

を
無
く
し
、
田
ん
ぼ
の
土
づ
く
り
に
も
つ

な
が
り
一
石
二
鳥
で
す
。

　
　

町
産
業
政
策
課(
担
当･

平
城)

　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
６

　
　

二
州
農
林
部
技
術
経
営
支
援
課

☎
22
‐
０
２
９
０

問
●

作
業
時
期

有
機
物
が
分
解
し
や
す
い

10
月
下
旬
ま
で

●

ポ
イ
ン
ト

　

農
地
が
乾
い
て
い
る
時
に
、
土
と
混
ざ

る
程
度
に
荒
く
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

ホームページ
はこちら

ホームページ
はこちら

　

町
で
は
、
特
産
果
樹
の
産
地
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
果
樹
苗
購
入
費
の
一
部

を
支
援
し
ま
す
。
農
家
の
方
だ
け
で
は
な

く
、
庭
先
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
等
に
植
栽
さ

れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
特
殊
照
明｢

ホ
ロ
ラ
イ
ト｣

を
使
っ
て
水
晶
浜
を
青
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

す
る
光
の
波
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
水
晶
浜
を

開
催
し
ま
す
。

　

慌
た
だ
し
い
日
常
か
ら
離
れ
て
心
の
平

穏
を
取
り
戻
し
、
幻
想
的
な
ア
ー
ト
に
浸

り
な
が
ら
、
水
晶
浜
の
美
し
い
夕
日
と
青

く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
波
が
織
り
な
す

奇
跡
の
よ
う
な
光
景
を
、
ぜ
ひ
ご
体
感
く

だ
さ
い
。

　
　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
　

☎
32
‐
６
７
１
８

問

　
　

町
観
光
誘
客
課(

担
当
・
野
原)

☎
32
‐
６
７
０
５

問

特
産
果
樹
を
植
え
ま
せ
ん
か
？

  

美
浜
町
特
産
果
樹
産
地
育
成
事
業

参
加
者
募
集

●

対
　
象
　

町
内
在
住
の
方

●

本
数
制
限
　
基
本
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

●

申
込
締
切
　
10
月
10
日(

金)

●

そ
の
他
　

　

詳
細
は
、申
込
用
紙
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●

申
込
方
法
　

　

次
の
場
所
で
申
込
用
紙
を
入
手
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

②
町
産
業
政
策
課

●

補
助
内
容
　

　

次
の
苗
木
購
入
の
１
／
2
を
補
助

　

・
レ
モ
ン
、
イ
チ
ジ
ク
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

キ
ウ
イ
、
み
か
ん
、
甘
夏
ミ
カ
ン

●

補
助
要
件
　

　

①｢

果
樹
栽
培
研
修
会｣

へ
の
参
加

　
　

(

苗
引
渡
日
に
1
回
実
施)

②
町
果
樹
生
産
組
合
へ
の
入
会

(

会
議
等
へ
の
出
席
は
原
則
あ
り
ま
せ
ん)

　

③
実
っ
た
果
実
は
、
で
き
る
だ
け
直
売

所
等
へ
の
出
品(

任
意)

を
お
願
い

し
ま
す
。

原
子
力
規
制
庁
人
事
課
採
用
担
当

☎
03
‐
３
５
８
１
‐
３
３
５
２

問

ホームページ
はこちら

原
子
力
規
制
委
員
会

　
　
　
　

行
政
職
員
を
募
集
し
ま
す

日
本
海
側
初
開
催
！

　

光
の
波
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
水
晶
浜

　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

●

受
付
期
間

●

日
　
時

●

募
集
職
種

　

原
子
力
検
査
官
、

　

原
子
力
防
災
専
門
官　

他

10
月
31
日(

金)

ま
で

●

求
め
る
人
材

　

・
原
子
力
施
設
の
運
転
、
保
全
、
検　

査
、
設
計
等
に
専
門
性
が
あ
る
方

　

・
放
射
性
廃
棄
物
管
理
・
処
分
に
専
門

性
が
あ
る
方

　

・
火
災
、
防
災
、
放
射
線
、
土
木
、
建

築
等
に
専
門
性
が
あ
る
方　

他

※
詳
し
く
は
原
子
力
規
制
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト･

行
事

　

９
月
27
日(

土)

〜
29
日(

月)

午
後
5
時
〜
9
時

※
日
没
見
込
み
午
後
5
時
46
分
頃

　

水
晶
浜
海
水
浴
場　

第
2
駐
車
場
前

●

会
　
場

●

そ
の
他
　

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

教
室･

講
座･

説
明
会
等

地
域
運
転
者
講
習
会
が開

催
さ
れ
ま
す

　
　

敦
賀
交
通
安
全
協
会☎

25
‐
６
３
８
６

問
　

地
域
運
転
者
講
習
会
が
、
次
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

10
月
15
日(

水)

①
午
後
3
時
〜
4
時

②
午
後
7
時
〜
8
時

●

日
　
時

●

会
　
場

な
び
あ
す　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

福
井
県
士
業
等
団
体
友
好
協
議
会

　
　
　

合
同
無
料
相
談
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル

　

地
下
1
階｢

国
際
ホ
ー
ル｣

●

会
　
場

　

法
律
、
税
務
、
会
計
監
査
、
不
動
産
鑑

定
、
権
利
登
記
、
表
示
登
記
、
役
所
へ
の

諸
手
続
、
労
働
・
社
会
保
険
、
不
動
産
の

売
買
、
特
許
等
の
諸
問
題
に
つ
き
専
門
知

識
を
有
す
る
資
格
者
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●

内
　
容

　
　

県
行
政
書
士
会

　
　
　

☎
０
７
７
６
‐
27
‐
７
１
６
５

問

10
月
25
日(

土)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●

日
　
時
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Mihama　Information

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

10
月
24
日(

金)

午
後
2
時
〜
3
時

●

日
　
時

●

会
　
場

な
び
あ
す

●

対
　
象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●

定
　
員

2
人

●

費
　
用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

山
口)

☎
32
‐
６
７
０
４

問 ●

申
し
込
み

10
月
17
日(

金)

ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

難
病
講
演
会
・
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　
　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
‐
３
７
４
７

問

●

日
　
時

10
月
30
日(

木)
　

午
時
2
時
15
分
〜

◆
講
演
会
「
膠
原
病
と
の
付
き
合
い
方

　

〜
症
状
・
診
断
・
治
療
に
つ
い
て
〜
」

　

・
午
後
2
時
15
分
〜
2
時
45
分

　

・
講
師　

　
　

杉
本
リ
ウ
マ
チ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

医
師　

杉
本
和
則
先
生

    

◆
個
別
相
談
会(

要
予
約)

　

・
午
後
2
時
45
分
〜
4
時
45
分

　
　

(

1
組
約
25
分)

　

①
医
師
に
よ
る
医
療
相
談

　

②
療
養
相
談
員
に
よ
る
療
養
相
談

　

③
就
労
相
談
員
に
よ
る
就
労
相
談

●

内
　
容

　

敦
賀
市
立
看
護
大
学

●

場
　
所

　

無
料(

10
月
15
日
ま
で
に
要
申
込)

●

参
加
費
　

　

難
病
患
者
、
家
族
及
び
関
心
の
あ
る
方

●

対
　
象
　

●

参
加
料
　
無
料

　
　

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
福
さ
と

　
　

☎
０
７
７
６
‐
50
‐
３
６
７
２

問 ●

申
し
込
み
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
予
約
か
ら

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で
当

日
の
ご
来
場
も
可
能
で
す
。

里
親
制
度
説
明
会
＆
上
映
会
を

開
催
し
ま
す

10
月
は
里
親
月
間
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
に
迎
え
、
成
長
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
里
親
に
つ
い
て
の
説
明
会
と
、

里
親
を
題
材
に
し
た
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

2
種
類
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
か
1
つ
で
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

県
立
図
書
館(

福
井
市)

●

会
　
場

　
　
　

◆
里
親
制
度
説
明
会

　
　

・
午
後
1
時
〜
1
時
40
分

　
　

◆
上
映
会

　
　

・
午
後
2
時
〜
3
時
45
分

　
　

里
親
制
度
パ
ネ
ル
展
、
里
親
関
連
図

書
展
示
、
自
立
支
援
の
た
め
の
募
金

箱
設
置
等

●

内
　
容

10
月
4
日(

土)

①
●

日
　
時

　
　

県
在
住
者　

先
着
１
０
０
名

●

対
　
象

　
　

ハ
ー
ツ
若
狭(

小
浜
市)

●

会
　
場

　
　
　

◆
里
親
制
度
説
明
会

　
　

・
午
後
1
時
〜
1
時
40
分

　
　

◆
上
映
会

　
　

・
午
後
2
時
〜
3
時
45
分

　
　

里
親
さ
ん
の
体
験
談
、
里
親
制
度
ミ

●

内
　
容

10
月
5
日(

日)

②
●

日
　
時

　
　

県
内
住
者　

先
着
40
名

●

対
　
象

　
　

ニ
パ
ネ
ル
展
、里
親
関
連
図
書
展
示
、

自
立
支
援
の
た
め
の
募
金
箱
設
置
等

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

10
月
16
日(

木)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●

日
　
時

●

行
　
先
　

西
誓
寺(

佐
野)

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

｢
秋
の
お
さ
ん
ぽ｣

●

集
合
場
所
　
現
地
集
合　

10
月
1
日(

水)

〜
10
月
15
日(

水)

●

申
し
込
み

●

定
　
員

10
組

●

対
　
象

町
内
在
住
の
在
宅
児
親
子

10
月
21
日(

火)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●

日
　
時

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ　

○
育
児
講
座

｢

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ｣

　

町
内
在
住
の
生
後
2
か
月
か
ら
7
か
月

の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者　

●

対
　
象

町
内
在
宅
児
親
子

ど
な
た
で
も

●

対
　
象

バ
ス
タ
オ
ル
1
枚
、
水
分

●

持
ち
物

10
月
6
日(

月)

〜
20
日(

月)

●

申
し
込
み

●

定
　
員

10
組

●

持
ち
物

帽
子
・
水
分
・

必
要
な
方
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
等

10
月
28
日(

火)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●

日
　
時

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

｢

ち
び
っ
こ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン｣

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
濵
野)

☎
32
‐
０
１
９
２

問

(161)

　

近
年
盆
踊
り
の｢

す
て
な
踊
り｣

が
低

調
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の

復
活
を
期
し
て
有
志
一
同
が
２
０
１
３

年
に｢

佐
田
伝
統
文
化
保
存
会｣

を
結

成
し
、早
や
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。｢

た

だ
、旧
来
の
伝
統
文
化
の
保
存
に
絞
っ

た
文
化
活
動
で
は
、幅
広
い
共
感
を
得

ら
れ
な
い｣｢

文
化
活
動
は
常
に
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ(

創
造
的)

で
な
け
れ
ば
躍
動

的
と
は
言
え
な
い｣

と
の
考
え
か
ら
、地

域
お
こ
し
策
の
一
環
と
し
て
、当
地
の
七

不
思
議
の
提
案
を
佐
田
区
に
も
諮
り
、

了
承
を
得
て
、２
０
２
１
年
に
次
の｢

佐

田
の
七
不
思
議｣

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
当
区
の
呼
称
と
し
て｢

2
つ

の
名
前(

佐
田
・
織お
っ
た田)

を
持
つ
村｣

を

は
じ
め
、
地
形
上
の
不
思
議
と
し
て
②

｢

海
岸
段だ

ん
き
ゅ
う

丘
と
河
岸
段
丘｣

や
③｢

伏
ふ
く
り
ゅ
う流

水す
い

と
相
の
木き
し
ょ
う
ず

清
水｣

を
あ
げ
、
④｢

杯
は
い
じ
ょ
う状

穴け
っ
せ
き石｣

や
⑤｢

重お
も
か
る軽
さ
ん｣

⑥｢

疣い
ぼ

取
り

地
蔵｣

⑦｢

河
童
伝
説(

河
童
の
詫
び
証

文
・
河
童
相
撲)｣

等
、
区
内
に
散
在
す

る
石
造
遺
物
や
伝
説
が
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
番
外
編
と
し
て
、
敦
賀
市

関
地
籍
の｢

波
よ
け
地
蔵｣

と
金
田
嘉
兵

衛
家
の
屋
敷
内
に
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
と
枝

垂
れ
桜
の｢

連れ
ん
り理
の
木｣

を
制
定
し
て
い

ま
す
。

　

番
外
編
の｢

波
よ
け
地
蔵｣

は
若
越
国

境
に
あ
り
、
か
つ
て
大
津
波
が
峠
に
ま

で
押
し
寄
せ
て
き
た
と
の
伝
説
が
あ
り

ま
す
。
拙
宅
の｢

連
理
の
木｣

は
、
30
数

年
以
前
に
宇
治
に
あ
る
平
等
院
の
庭
園

に
落
ち
て
い
た
紅
葉
の
種
子
を
ま
い
た

も
の
で
、
そ
の
根
元
に
枝
垂
れ
桜
の
種

子
が
芽
を
出
し
、
異
種
の
樹
木
が
合
体

し
た
も
の
で
す
。
普
通
は
先
祖
返
り
し

な
い
と
い
う｢

河
童
の
詫
び
証
文｣

と
、

相
撲
が
好
き
な
河
童
に
頓と
ん
ち智

で
勝
っ
た

と
い
う｢

河
童
相
撲｣

の
伝
説
が
旧
家
、

吉
岡
又
右
衛
門
家
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。佐
田
伝
統
文
化
保
存
会
で
は｢

河

童
踊
り(

振
付
・
中
野
健
治)｣

と｢

河
童

の
川
太
郎｣(

作
詞
作
曲
・
鈴
木
寿
紀)

、

河
童
の
風
車(

折
り
紙)

等
も
考
案
し
、

普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。い
ず
れ
、織
田

神
社
の
恵
比
寿
祭
り
に
併
せ
て
河
童

祭
り
が
発
案
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、美
浜
町
で
も
町
お
こ
し
の
為

に｢

美
浜
の
七
不
思
議｣

を
作
ら
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。あ
な
た
の
七
不
思

議
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
ま
す
か
。

(

町
文
化
財
保
護
委
員
会

委
員
長
金
田
久
璋)

て
直
幹
に
な
り
ま
す
が
、
毎

年
見
事
な
枝
垂
れ
桜
を
開
花

さ
せ
ま
す
。

　

七
不
思
議
中
で
も
、一
番

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
の
は
金
瀬
川

河
口
に
棲
ん
で
い
る
と
い
う

河
童
、
地
元
で
は｢

ガ
ワ
タ

ロ｣

と
呼
ば
れ
て
い
る
水
辺

の
妖
怪
で
す
。
当
地
で
は
、

二
度
と
人
間
に
悪
さ
を
し

「佐田の七不思議」の由来

短
　
歌

美
浜
町
短
歌
協
会

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

高
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

真
夜
中
に
明
る
き
こ
と
の
漁
火
は

　
　
　
　
イ
カ
釣
り
船
の
数
多
勇
み
て

雨
上
が
り
光
る
蛍
の
闇
の
舞
ひ

　
　
　
　
雲
間
の
月
も
明
か
り
届
け
り

前
向
き
に
事
態
対
応
な
し
居
れ
ば

　
　
　
　
こ
こ
ろ
明
る
し
光
り
見
え
来
る

明
暗
を
分
か
つ
生
き
方
心
し
て

　
　
　
　
日
日
を
素
直
に
歩
み
き
た
も
の

夕
さ
れ
ば
秋
葉
の
明
か
り
ま
た
た
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
我
故
郷
を
護
ら
ん
と
し
て

↑佐田の七不思議番外編2　連理の木

※
当
日
オ
イ
ル
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和7年6月18日～)

④
自
発
的
な
理
解
活
動
へ
の

支
援
に
つ
い
て

⑤
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
の

着
実
な
推
進
に
つ
い
て

⑥
廃
止
措
置
対
策
に
つ
い
て

　

県
内
の
高
校
生
が
独
自
に
取
り
組
ん

で
い
る｢

高
校
生
の
原
子
力
に
関
す
る

意
識
調
査｣

や
理
解
活
動
は
、
年
々
活

発
化
し
て
お
り
、
県
域
を
越
え
た
高
校

へ
波
及
す
る
等
、
若
い
世
代
が
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
に
関
し
、
自
ら

考
え
、
真
剣
に
向
き
合
お
う
と
す
る
意

識
が
大
き
く
広
が
り
始
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
若
い
世
代
の
主
体
的
な
取

り
組
み
や
行
動
を
、
機
を
逸
す
る
こ
と

な
く
、
情
報
の
提
供
や
専
門
的
研
修
、

現
地
視
察
等
、
積
極
的
か
つ
全
面
的
な

支
援
を
す
る
こ
と
。

　

六
ケ
所
再
処
理
工
場
の
着
実
な
竣
工
、

中
間
貯
蔵
施
設
・
最
終
処
分
場
の
早
期
確

保
等
、
具
現
化
に
向
け
た
対
策
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
関
西
電
力
㈱
が
示
し
た
新
た

な｢

使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ｣

に
つ
い
て
、
着
実
に
履
行
さ
れ
る
よ
う
、

国
が
前
面
に
立
ち
、
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
む
こ
と
。

　

美
浜
１
・
２
号
機
の
廃
止
措
置
を
安
全

か
つ
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

放
射
性
廃
棄
物
や
使
用
済
燃
料
の
搬
出

及
び
処
分
が
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

大
前
提
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
、
放
射
性
廃
棄
物
等
の
処
理

に
つ
い
て
は
、
廃
止
措
置
を
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
が
前
面
に
立
ち
、
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
こ
と
。

⑦
美
浜
高
島
間
の
早
期実

現
に
つ
い
て

⑧
避
難
道
路
・
制
圧
道
路
の

強
靭
化
に
つ
い
て

　

原
子
力
災
害
時
の
避
難
や
事
故
制
圧
時

に
利
用
す
る
幹
線
道
路
は
、
狭
窄
部
や
脆

弱
な
法
面
を
抱
え
、
災
害
時
に
機
能
不
全

に
陥
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
避
難

道
路
・
制
圧
道
路
の
局
部
改
良
や
無
電
柱

化
等
の
強
靭
化
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　

本
町
は
嶺
南
地
域
に
お
い
て
唯
一
南
北

に
通
じ
る
避
難
道
路
が
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
滋
賀
県
境
山
間
部
に
は
孤
立
可
能
性

⑨
立
地
地
域
の
将
来
像
の

実
現
に
つ
い
て

⑨
ワ
ッ
ト
・
ビ
ッ
ト
連
携
を
通
じ
た

　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に
つ
い
て

　

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
に
際
し
、

共
創
会
議
で
示
さ
れ
た｢

嶺
南
地
域
の

将
来
像｣

に
お
い
て
、
美
浜
高
島
道
路

の
整
備
等
、
立
地
地
域
の
実
情
や
要
請

を
踏
ま
え
た
内
容
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。

そ
の
実
行
・
実
現
に
向
け
国
は
、
事
業

者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
立
地
目
線

を
も
っ
て
財
源
の
確
保
や
所
要
の
協
議

調
整
等
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
社
会
浸
透
に
伴

い
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
電
力
消

費
の
増
加
が
今
後
さ
ら
に
加
速
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
な
か
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

は
都
市
部
に
集
中
し
て
お
り
、
大
規
模
災

害
等
に
よ
り
多
く
の
施
設
が
一
斉
に
機
能

停
止
す
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
本
町
を
、
ワ
ッ

ト
・
ビ
ッ
ト
連
携
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
中
核
と
し
た
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
基

盤
・
拠
点
の
候
補
地
と
し
て
採
択
す
る
こ
と
。

　

今
回
の
要
請
を
受
け
、
国
か
ら
は｢

要

請
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
域
振
興
や
避
難

道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
等
と

連
携
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く｣

と
い
っ
た
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
原
子
力
政
策
等
を

取
り
巻
く
課
題
や
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

戸
嶋
町
長
が
町
議
会
と
と
も
に

国
に
対
し
て
要
請
活
動
を
実
施

8
月
26
日
と
27
日
に
、
戸
嶋
町
長
は
町

議
会
の
川
畑
議
長
、
辻
 井
副
議
長
、
美
浜
・

高
島
広
域
避
難
・
連
携
道
路
早
期
実
現
期

成
同
盟
会
の
藤
本
副
委
員
長
と
共
に
、
経

済
産
業
省
、
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
に
対

し
て
、
原
子
力
政
策
等
に
係
る
要
請
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
要
請
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
理
解
の
醸
成
に
つ
い
て

　

原
子
力
発
電
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
国
民
の
理
解
醸
成
に

影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
た
め
、
原
子
力
発
電
に
よ
る
経
済

発
展
の
恩
恵
を
享
受
し
て
き
た
国
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が｢

自
分
事｣
と
し
て
捉
え
、

必
要
性
・
重
要
性
の
議
論
を
活
性
化
・
深

化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

国
民
理
解
の
醸
成
に
向
け
て
立
地
地
域

が
取
り
組
ん
で
い
る
事
項
に
つ
い
て
、
強

力
に
支
援
す
る
こ
と
。

②
き
い
ぱ
す
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
館
き
い
ぱ

す
で
は
、
子
ど
も
た
ち(

小
中
学
生)

が

原
子
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
自
ら
考
え
、
体
験
を
通

し
て
理
解
を
深
め
る
場
と
し
て
、
事
業
の

推
進
に
努
め
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
き
い
ぱ
す
が
果
た
し
て
き

た
役
割
と
成
果
を
踏
ま
え
、
運
用
に
あ
た

り
財
政
・
人
的
面
も
含
め
、支
援
す
る
こ
と
。

③｢

き
い
ぱ
す｣

の
機
能
強
化

    (

ビ
ッ
グ
き
い
ぱ
す)

へ
の

支
援
に
つ
い
て

　

Ｇ
Ｘ
推
進
戦
略
を
踏
ま
え
た
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
高
度
化
や
、
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
等
の
先
端
技
術
の
紹
介
、
展
示

等
、
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
子

ど
も
か
ら
大
人
世
代
ま
で
学
べ
る
体
験
施

設
と
し
て
充
実
・
強
化(

ビ
ッ
グ
き
い
ぱ

す)

し
た
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、財
政
支
援
や
技
術
支
援
、

人
的
支
援
等
、
強
力
に
支
援
す
る
こ
と
。

↑  内閣府 松下整政策統括官 (右から 2番目 )への要請

原
子
力
政
策
に
つ
い
て

原
子
力
防
災
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

立
地
地
域
対
策
に
つ
い
て

の
あ
る
地
域
を
抱
え
る
こ
と
か
ら
道
路
避

難
の
安
全
度
が
極
め
て
脆
弱
で
あ
り
、
立

地
地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
、
美

浜
高
島
道
路
の
新
設
に
つ
い
て
早
期
実
現

を
図
る
こ
と
。

↑  文部科学省 坂本修一研究開発局長 (中央 ) への要請

↑  経済産業省 加藤明良政務官 (右から 2番目 )への要請


